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□スタッフ

□診療科の特徴

□主な対象疾患
先天異常、 膚・ 下軟部腫瘍、顔 外傷、 外科、瘢痕拘縮、頭頸部・乳房再建 

□診療（業務）内容
当科では
 ・  、顔 、体幹の先天異常をはじめとする 児形成外科
 ・整容を重視した眼瞼下垂、内反症および外反症などの眼瞼形成
 ・体表における腫瘍の切除、 膚潰瘍に対する 膚移植、遊離 弁による潰瘍の閉鎖などの 膚疾患に対す 
   る整容 に配慮した外科治療 
 ・顔   折を中 とする顔 外傷に対する整容を重視した治療、 腔外科と合同で う顎顔 外科
 ・切断指を含む 外科疾患の初期治療から 次的な機能再建
    ・頭頸部外科と合同で頭頸部癌に対する癌切除後の機能損失を最 限にすることを 的としたマイクロサー
   ジャリーを駆使した組織移植を積極的に い、乳腺外科との合同で乳がんに対する乳房再建を がけてい 
   ます。
 ・レーザー：ルビーレーザー（ 、茶あざ、しみ）、Ｖビーム（ 管腫）、ＣＯ２レーザー（ 腫瘍の蒸散、
   瘢痕の修正）を所持しており、美容を 的としたしみに対するレーザー治療など幅広い治療を っています。
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 院患者数 外来患者数

新  院患者数 平均在院 数
10.0名 236名 14.7 

1  平均患者数
20.0名

1  平均患者数

主な術式別 術件数

 膚  下腫瘍 眼瞼形成 顔   折および外傷  外科

マイクロサージャリー

356件 43件 112件 70件

40件

□学術活動報告（学会・研究発表など）

□診療実績（平成29年度）

区  分 演 者 演 題 学 会 名

国内学会

国際学会

国内学会

熊切将宜 荒 順 瀬崎伸 
鈴 茉友 海透修  

海透修  荒 順 瀬崎伸 
鈴 茉友 熊切将宜

荒 順

糖尿病性 病変に対するチーム医療

難治性潰瘍を伴う多発性痛 結節により著明なADL
低下をきたした症例の治療経験

ラクトソーブをより使いやすくするために開発された
ツールについて

第60回 本形成外科学会総会

第9回 本創傷外科学会

第35回頭蓋顎顔 外科学会

□ 投稿論 など
著書・雑誌名 著者 タイトル

J Plast Reconstr Aesthet 
Surg

Arata J, Suzuki M, Kitayama T, Soeda H. Two-artery replantation for digital tip 
amputation.

巻 ・ ペ ー ジ 出  版  社
70    8      1141-1143
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